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小 児 睾 丸 腫 瘍 の2例

大阪大学医学部泌尿器科教室(主 任 楠 隆光教授)

柏 井 浩 三

     Two Cases of Testicular Tumors Occurred during Infancy 

                    and Childhood 

 KOzO  KASHIWAI 

           From the  Department of Urology, Osaha University Medical  School 

 (Director Prof. Dr. T.  Kusunoki) 

   Two cases of teratoma of the testicle in infancy and childhood were encountered for 
a period of one year. 

   The first case was a 5  yeqr old boy, who was admitted to our clinic with a diagnosis 

of left testicular tumor. On admission, physical examination revealed no abnormality 

except for the mass in the left scrotum. On the  11th day after the left high orchiectomy 

he was discharged in excellent condition. Eleven months later he is very healthy and 

without any evidence of metastasis. 

   The second case was a 2 year old boy, who was admitted to our clinic with a diagnosis 

of right testicular tumor and received a right high  orchiectomy On the 10th day  after 
the operation, he was discharged in good condition as well. Three months later he is 

very healthy and there is no evidence of metastasis. 

   In our country, the 172 cases of testicular tumor in infancy and  childhood have been 

reported. 

   Embryonal carcinoma and teratoma show higher incidence than the other types, and 

a large number of these cases occurs before three years of age. 

   The statistical data of the testicular tumor reported in Japan 1940 to 1957 shows the 

same tendency ; 40 cases of embryonal carbinoma  (52.7%), 18 cases of teratoma (23.6%) 

and 13 cases of seminoma  (17.1%). A large number of these cases occurs before 3 years 

of age.

小児畢丸腫瘍は,本 邦及び欧米を問はず,一

般に稀な疾患であるとされている.し かるに大

阪大学泌尿器科では,今 北助教授の時代に4例

の悪性小児畢丸腫瘍が経験 され,報 告されてい

るが,昨 年度には更に比較的稀 とされている良

性の小児睾丸碕形腫の2例 を経験 した.こ こに

その2例 の報告と共に,最 近の丈献に就て考察

して見 よう.

1症 例

第1例:5才 の男子 初診は昭和32年2月20日.

家族歴及び既住歴:満 期安産で,両 親は共に健康,

既往に著患を知らず,外 陰部に外傷を受け た事 もな

い.

現病歴:出 生時:こ既に左側の陰嚢内容が他側に比し

て硬 く,梢 々大ぎいのに気附いていたが,そ のまま放

置しておいた.そ の後次第に腫大し,ほ ぼ鳩卵大に達

したので来院した.自 発痛その他の自覚症状はない.

昭和32年3月5日 入院した.

現 症:体 格,栄 養共に中等度で,発 育良好な小児で

ある.乳 房の肥大はなく,腹 部は平坦で,何 処にも腫

瘤を触れない,

局所所見:明 かに左側陰嚢内容の腫脹が認められる
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(第1図)触 診すると左側畢丸は鳩卵大で,全 般に

石様硬,表 面は比較的平滑で陰轟皮膚との癒着なく,

且圧痛もない.副 睾丸は睾丸が大きいので不明である

が,精索は正常である,右 側陰嚢内容には異常がない.

血液及び尿所見:何 れも全 く異常はなかった.Frie-

dman反 応 陰性.

胸部レ線豫:腫 瘍の転移像を認めない.

臨床診断=左 畢丸腫瘍

手術:.3月11目 左 側高位除睾術を施した.先 づ左側

鼠脛部切開で進み,鼠 径管を開いて精索を内鼠径輪部

で結紮切断し,逆 行的に左側陰嚢内容を全易11除した.

瘍腫の爽膜外発育はなく,異 常癒着はないので,操 作

は簡単であつた.ま た何処にも淋巴節の腫脹はなかっ

た.

別除標本:腫 瘤は大さ,3.5×2.5×3.Ocm,重 量1

5.39.表 面 は平滑で灰白色,怒 張した小血管に富ん

でいる(第2図)副 畢丸及び精索には異 常を認めな

い.正 中線で割を入れるに,第3図 の如 く,腫 瘤は硬

い被膜に包まれてお り,腫 瘍実質は帯黄灰白色のチー

ズ様物質か らなり,そ ρ中に数個の小骨片乃至小歯牙

様物質及び産毛様の毛髪がある.

組織学的所見 ・皮膚及び皮膚附属器,骨,類 骨組織

等がみ られるが,何 れもよく分化した像を呈 し てい

る.即 ち肉眼的所見と併せて考えると,本 腫瘍は成熟

碕形腫である(第4図)

術後の経過=極 めて良好で,術 後11日 目に元気に退

院し牟.術 後11カ 月の現在,患 者は全 く健康で腫瘍の

再発を見ていない.

第2例'2年8カ 月の男子.初 診は昭和32年10月10

日.

家族歴及び既往歴=両 親は共に健康で,患 者は同胞

2入 中の第1子 である.満 期安産.昭 和30年9月 にB

C.G.の 注射によりツベクリン反応陽転を見た.未 だ

外陰部に外傷を受けた事はなく,ま た現在迄著患を知

らない.

現病歴:生 後1年6カ 月の頃か ら右側陰嚢内容が他

側に比し稚々腫大しているのに気附いたが,そ のまま

放置しておいた.生 後2年6カ 月の頃になって,そ の

部の腫瘤が著明に増大 して来た.し かし発熱その他の

全身症状は全 くなかった.昭 和32年11月7目 入院し

た.

現症=体 格及び栄養共に中等度で,発 育は良好であ

る.腹 部は平坦で,何 処にも腫瘤を触れない.

局所所見:陰 嚢は右半の方が左半 より大 きい.右 陰

嚢皮膚は緊脹して搬壁形成がない.触 診すると,睾 丸

は両側ともに陰爽内の正常位置にあるが,右 畢丸は鳩
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卵大に触れ,硬 化している.し かし陰爽皮膚との癒着

はなく,副 睾丸及び精索は正常である.左 陰嚢内容は

全体 として異常がない.

血液所見及び尿所見:共 に全 く異常はなかった.術

前Friedman氏 反応陰性.

胸部レ線像:腫 瘍の転移を思わせる陰影は見られな

かつた.

臨床診断:右 睾丸腫瘍

手術:11月8日,エ ーテル麻酔の下に右高位除睾術

が施行された.第1例 と同様に,鼠 脛部切開による逆

行的の手術がなされたが,周 囲との癒着はなく,操 作

は容易であった.又,何 処にも淋巴節の腫脹はみられ

なかつた.

易11除標本:別 除腫瘤は大さ,2.5×1.8×1.6cm,重

量10.29.そ の被膜,副 睾丸及び精索に異常はない

(第5図)、.正 中線で切開して見るに,第6図 に示す

如 く,腫 瘤は全体 として硬い帯萸白色の腫瘍組織から

な り,そ の上部の一部分には黄褐色嚢胞状の壊死巣が

存在していた.

組織学的診断:高 度に分化した成熟組織からなる色

々の臓器の像を呈する部分・が混在している.即 ち毛

根,皮 脂腺及び汗腺等皮膚附属器を具えた角化重層扁

平上皮組織,腺 腔を囲む高円怯上皮,粘 液腺及び軟骨

組織が見られる.更 にその間に未熟の細精管 も認めら

れる.以 上の所見から成熟碕形腫と診断した(第7

図)

術後の経過:経 過は極めて良好で,10日 目に退院し

た.

約3ケ 月後の現在,患 者は全 く健康で,腫 瘍再発の

兆はない.

皿 考 按

小児睾丸腫瘍に就て,私 は次の如 く二,三 の

点に就て考按 して見た.

(ユ)小 児睾 丸腫瘍 の一般畢丸腫瘍 に於け る頻

度

一 般 に小児睾 丸腫瘍は稀 な ものであ り,し か

もそ の95%は 悪性 で ある と考 え られてい る

(Campbell).Matassarin(1944)に ょれば,Gil-

bertが18S3年 よ り1942年 迄 の間 に集めた5,500

例 の畢丸 腫瘍 の中,15才 以 下 の小児 ににみ られ

たのは僅 か131例,即 ち2.40/ova過 ぎない.又

Rtische(1952)の131例 の睾丸腫瘍 中,15才 未

満 は1例,Culp(1953)の113例 中10才 未 満は

3例,ThomasandBischoff(1954)の80例 中



272 柏井一小児睾丸腫瘍の2例

20才 未 満 は僅 かに1例 に過 ぎな い.以 上 の如

く,欧 米 諸家 の報告 は例外 な く小 児睾丸腫瘍 の

稀 な事を示 してい る.

他 方,本 邦丈献をみ る と,小 児睾 丸腫瘍 が欧

米 に於 け る程稀 な疾患 でない事 がわか る.

即 ち青木(1916)の30例 の睾丸腫 瘍中11例 は

5才 以下 の小児 で あり,陳(1937)の43例 中16

例 は15才 未 満であつた.又,西 尾(1940)は 本

邦丈献 に 記載せ られ た 小 児睾丸腫瘍(15才 未

満)の89例 を集 めてい る.

し か し欧米 に於 いて も,最 近 にな つて小児 睾

プL腫瘍 が今迄 考え られていた程稀 な疾患 でない

こ事が次の如 く諸 家 の報告 に より 判 明 しつつ あ

る.即 ち,Phelaneta1.(1957)はJulien

・(1925)の 集 めた135例 を 含めて
,1954年 迄 に464

例 を集 め,更 にMayoClinicに 於 け る自己 の

9例(1932～1952)を 追 加 し,幼 児睾丸 腫瘍 は

総 数473例 に 達 してい ると述 べてい る.叉,

L・wi・ ・E・L(1957)に よれば・D・y1・(1955)

は25例 を 集め,更 に過去3年 間 に自己の経験 し

た睾丸腫 瘍 につい て,成 人 の17例 に対 し小 児 の

もの は3例(15%)と 予 想外 の高 率で ある事 を

報告 して いる.

(2)小 児畢丸腫瘍の種類

小 児睾丸腫瘍 の発生 について は,そ の部大 分

が先 天的な ものであ り,病 理 発生学的 にtoti-

potentgerminalcellsorsexcellsか ら発生

した もの で,一 般 に3才 以下 に多い と云 う

(RuscheandCampbell).

一 般 睾丸腫瘍 の種類 別 による頻度 はFried-

manalldMoore(1946),Merreneta1.(19

51)Rusche(1952),Campbel1(1951),Sch-

wartzandMallis(1954),RainesandHir-

dle(1955)そ の 他の統計が あるが,大 体すべ

て同 じ傾 向を示 してい る.即 ちセ ミノーム及 び

胎児 性癌 が高 率を示 し,崎 形癌 が これ に次 いで

い る.本 邦 でも陳(1937),新 橋(1950),伊

藤i(1953)等 の報告 は,何 れ も欧米 のそれ と同

様 の分布 を示 して いる.

他 方小 児睾丸腫瘍 の種類別 による頻度 は,か

な りその趣を異 に してい る.Julienの137例 中

32例(23%)は 崎 形腫 で,残 りの105例 は 混合

腫 瘍であった.Gilbertの131例 中89例 は 崎形

腫(そ の中17例 は1才 又 はそれ以下),他 の42例

は皮様腫 で あつ た と云 う(Matassarin).更 に

Mostofi(1952)の24例 中15例(62.5%)は 胎

児性癌,7例(29.2%)は 晴 形 腫,Rusche

(1952)の12例 中8例(6096)は 崎 形腫,3例(25

%)は 胎 児性 癌,Gross(1953)の12例 中8例

は胎 児性癌(そ の 中6例 は:3才 以 下)で あつ

た.要 す るに小児 で は崎形腫 系統 の腫 瘍 が 多

い.こ れ に対 し小 児 のセ ミノー ムにつ いては極

めて稀 であ ると云われ てお り,Hardwinand

Pote1(1914),Fritzgerald(1951),Rusche

(1952),及 びGross(1953)の 各1例 の報告が

あるに過 ぎない(楠)

③ 本邦に於ける小児畢丸腫瘍に就ての綜合

統計

本邦 には既 に西尾(1940)の 小 児睾 丸腫瘍 に

就 ての綜合統 計があ る.即 ち彼 は自己の2例 を

加 えて総数89例 を集 めた.そ の内訳は,癌 腫

(腺 癌並 び に単 に癌腫 として報告せ られた もの)

57例(64.090K),崎 形 腫18例(20.2%),セ ミ

ノーム7例(7.9%),混 合 腫4例(4.5%)そ

の他 の腫瘍3例(3.4%)で あ つた.
ご

年令に就ては6才 以下の小児に多 く,し かも

その過半数は2才 以下であつた.西 尾(1940)

以後1957年 迄の本邦丈献に 記載せ られた例数

は,私 達の教室で経験した2例 を含めて83例 に

なる(第1表)従 つて西尾の集めた89例 を加

えると,本 邦文献 に記載された15才 未満の小児

睾丸腫瘍の総数は172例 に達する.元 来睾丸腫

瘍の組織像の判定には難解なものが少 くなく,

従つて諸家の記載にも不確実な点がないではな

いが,こ こにはその記載を尊重 してそのままと

して統計をとつたものである.

私は,1940年 までの西尾の詳細 な統計の連続

と云う意味で,1940～1957年 の前記83例 中,年

令,組 織学的所見の共 に明かな76例 について,

腫瘍の種類別及び年令別 の調査をして見て,第

2表 の如 き統計を得た.即 ち種類別では,胎 児

性癌及び腺癌が40例(52.7%),碕 形腫が18例
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最近17年 余(1940～1957)の 本邦に於ける小児畢丸腫瘍の綜合統計
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報 告 者

1)安 藤 正 二二

2)同 、 上

3)長 坂 満 入

4)同 上

5)中 川i義 雄

6)大 竹 忠 三

7)近 藤 俊 三

8)同 上

9)同 上

lo)松 山 信 夫

李 応 洌

11)田 原 睦 雄

12)同 上

13)同 上

14)同 上

15)同 上

16)熊 沢 満

17)河 村 正 美

18)吉 馴 信 安

19)島 田 勤

渡 辺 正 二

20)森 田 正 雄

2王)西 脇 亭

加 生 丈 太

報告年度

1940

1940

1940

1940

1640

1940

患者の年令

2才

1才

1才

1才

2才

2才

1941 1才

1941

1941

1941

1941

2才

エ2才

2才

3カ 月

19411構

1941

1941

1941

不詳

構

不詳

罹患側1組 織 学 的 所 見

不詳 胎 児 性 癌

副 同 上

左 不 詳(悪 性腫瘍)

左 同 上

右 セ ミ ノ ー ム

右

不詳

不詳

不詳

右

左

左

胎 児 性 癌

胎 児 性 腺 癌

1941

1941

1941

1942

1942

1942

形 腫

セ ミ ノ ー ム

胎 児 性 腺 癌

成 熟 晴 形 腫

胎 児 性 腺 癌

左 同 上

左 同 上

左

3才1不 詳

6才

11ヵ 月

5才

1才

7カ 月

右

右

左

右

不詳

同 上

セ ミ ノ ー ム

成 熟 崎 形 腫

セ ミ ノ ー ム

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 癌

セ ミ ノPム

備 考

全 治

除畢術後,腹 部転移のため
死亡.

桜実大の小なる畢丸腫瘍

除睾術後肺及び後腹膜淋巴
腺転移のため7カ 月目で死亡.

腹部膨隆及び嘔吐あ り.

鼠径部停留睾丸及び外陰部
崎形あり.

腹部停留畢丸に発生.

/年令不詳であるが何れも1

解即 叫
腹部転移のため死亡.

松果腺晴形腫を含併す.睾 丸
類表皮腫として報告された.

鼠径部停留睾丸に原発除睾
術後レ線後照射を行 う.
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22)看 膚 葉 章 通

23)中 羽 浩

24)原 田 儀 一 郎

1942

1943

1943

2才

1才

2才

・・)餅 信 卜9・43才

26)赤 松 秀1946

27)小 堀 辰 治

辻 一 郎

小 西 喜 久 治

28)倉 内 夫 教

29)林 仲 需

30)呉 患 雄

31)松 倉 三 郎

塩 田 輝 重

32)木 村 哲 二

田 口 譲

伊 藤 庸 二

福 永 和 夫

中 村 司

33)橋 本 謙

1947

1948

1948

1948

1949

1950

.1950

3才

34)津 田 章

35)熊 沢 満

14才

5才

3才

2才

1才

2才

1才

　
195011才

1951

36)小 関 哲 夫 」951

37)大 山 興 男

加 藤 正 明

38)益 川 東

折 居 幸 雄 」

39)同 上

40)ゴ ヒ 西 寿 子

41)石 本 広 之

1952

1952

1952

1952

1952

1才

3才

7ヵ 月

3才

6才

3才

1才

右

右

右

左

右

両側

群

構

不詳

左

左

左

右

左

薄

不詳

右

右

左

不詳

構(セ ミノーム?肩 除睾綴 死亡す

セ ミ ノ ー ム

騎 形 腫

セ ミ ノ ・一 ム

胎 児 性 腺 癌

小 円 形 細 胞 肉 腫

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 腺 癌

睡 化せ・副髄
セ ミ ノPム

胎児性腺癌と一部崎形

腫との混合腫瘍

(崎形癌)

胎 児 性 腺 癌

嚢 腫 性 碕 形 腫
(成熟崎形腫)

混 合 腫 瘍
(詳細不明)

1胎 児 性 備

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 腺 癌

胎児性腺癌(乳 購状)

成 熟 崎 形 腫

セ ミ ノPム

瞬 ・力簸 再発をみず

2年 後頭部,肝 その他に転

移,5才 で死 亡,'剖 検.

広汎なる転移時に腫瘍性持
続勃起症を惹起して死亡

除睾術2カ 月後腹膜淋巴腺
転移を起し死亡.

転移(一)

Friedmanの 晴形癌に相当

するものと思われる.

転移の所見を認めず.

除睾術ユ年後も尚健在.

後腹膜淋巴腺及び肺内転移
で術後3カ月で死亡.

組織学的に骨組織,軟 骨,結
締織,粘 液組織,筋 等を
証明.

胸部に転移.
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42)目 向 正 劉1952

43)伊 藤 順 夫 1952

2才

44)堀 尾 博

45)吉 田 重 春

会 田 冬 雄

46)駿 河 敬 次 郎

加 藤 正 枝

47)倉 持 正 雄

林 敏 雄

荒 井 秀 雄

48)市 山 奉 典

49)今 北 力

寺 井 信 吉

黒 田 守

白 井 長 樹

2才

195211才

1953

1953

1953

1953

i1954

1才

2才

8才

1才

5才

構

右

右

同 上

胎 児 性 腺 癌

胚 芽 性 混 合 腫 瘍
(組織学的に胎児性腺癌)

右 碕 形 腫

右

左

右

右

胎児性腺癌とセミノー
ム混合腫

胎 児 性 癌

碕 形 腫

胎 児 性 腺 癌

肺及び脳に転移.

50)同 上 1954

51)同 上119S・

52)伊 藤 瑞

田 中 民 朗

53)市 川 武 城

山 下 正

54)徳 岡 昭 治

55)村 上 尚 正

56)峰 英 二

日東 寺 浩

57)石 山 頃宥 二

松 村 敏 之

1954

1954

1954

11955
1955

1955

1才 右

58)同 上

59)同 上

60)駒 瀬 元 治

小 田 功 久 夫

・才 睡

11ヵ 月

1才

1才

3カ 月

5才

2才

1955i2才

1955

1955

1才

1才

左

左

左

椎

不詳

罹

不詳

不詳

左

根治手術後転移を起し死亡.

報告者はWilmsの 胎児様腫瘍
と断定している.

右鼠径部 リソパ腺転移.

胎 児 性 腺 測 綴x撫 射講 発(.)

セ ミ ノPム

セル トリー細 胞 腫

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 腺 癌

晴 形 腫

崎 形 腫

胎 児 性 腺 癌

同 上

同 上

胎 児 性 腺 癌

術後x線 照射

術後1カ 月で健在.

後 腹膜部に小児頭大の転移
巣.胸 部,肝,大 網 リソパ
腺に転移を惹起.

組織学的に腺構造,滑 平筋,
未熟及成熟結締織,扁 平上皮組
織等み らる.

除 睾術後3ヵ 月で胸,腹 部
に転移,X線 照射,ナ イ ト
律ミ》・治療.

術 前Friedman反 応10QO

単 位(+)術 後 下 降 〔4カ 月 目

に1∞ 単 位(一)〕.

双生児の一方に発生.

61)坂 野 於 兎119551・ カ月 左 陣 形 劇 出生時既に認められたもρ・
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松 本 忠 夫

手 束 尚
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62)今 北 力

大 島 知 之

野 村 貞 一

63)吉 松 修

64)安 江 修

65)田 中 勇 三

66)笹 川 洋 之 助

67)太 田 敏 郎

平 野 仁 之

渡 部 卓 実

68)同 上

69)松 井 滋

中 西 淳 朗

岡 山 誠 一

荒 井 秀 雄

70)北 川 俊 夫

7
.1)加 藤 砧 二

72)藤 田 俊 男

石 本 光 秋

73)同 上

74)山 田 克 巳

75)渡 辺 哲 男

76)同 上

77)工 藤 三 郎

吉 崎 考 尚

78)同 上

29)同 上

1955

1955

1955

1955

1956

1956

2才

9才

1才

右

右

胎 児 性 腺 癌1除 睾術後レ線照射するも腹
1部転移(+)

1

崎 形 腫

不詳i胎 児 性 腺 癌

1才 「 不詳

3才

1才

1956i2才

1956

1956

1956

1956

1才

2才

1才

1才

不詳

右

左

右

右

左

左

胎 児 性 癌

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 腺 癌

同 上

1956

1956

1956

1956

1957

1957

1957

・・)平 田 清 二11957

池 田 稔1

胎 児 性 腺 癌

胎 児 性 腺 癌

セ ミ ノPム

胎 児 性 腺 癌

15才 剥 星論 毒)形 腫

8カ 月 右

4才

1才

3才

1才

左

左

不詳

不詳

晴形腫(悪 性化の像な
し,成 熟崎形腫)

1才

2才

胎 児 性 腺 癌

セ ミ ノ'一 ム

胎 児 性 癌

同 上

不詳1同 上

右 胎 児 性 腺 癌

腫瘍中に歯牙及び骨組織形
成.

術後6カ 月で突然死亡,後
腹膜 リソパ腺転移(十)

右 上膵骨に転移4才4カ 月で
死亡

両側肺及後腹膜 リンパ腺に多数
の転移,除 睾術後10日

目に死 亡.

術後3カ 月尚健在

Aschheirn-Zondektest

(一)入 院 時 転 移(一)除

睾 術 後2年7カ 月 尚健 在.

両肺に転移あるも赤痢檬熱
性疾息で一時軽快した例.

蝋 麦6カ 月より腫大.ラ ヂ
ウム照射無効例。

除睾術及後腹膜 リyパ 腺捌
除,レ 線照碗.

除睾術後 レ線後照射.

同 上

同 上

Friedman反 応 陰 性.
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81)藤 野 文 雄

82)柏 井 浩 三

83)柏 井 浩 三

1957

1957

1957

1才

5才

2才

左

左

右

成 熟 晴 形 腫

成 熟 崎 形 腫

成 熟 崎 形 腫

第2表 最近17年 余(1940～1957)の 本邦に於ける小児畢丸腫瘍の種類別及び年令別統計

年 令

胎児性癌及び腺癌

成熟晴形腫及びこれに準ずるもの

単に崎形腫として報告されたもの

騎 形 癌

セ ミ ノ ・一 ム

混 合 腫 瘍

そ の 他 の腫 瘍

計

0

～

1

2

2

2

1

8

1

～

17

2

2

5

1

27

2

～

10

1

2

1

2

1

1

18

3

～

6

1

2

9

4

～

1

1

2

5

～

3

1

1

5

6

～

1

1

2

7

～

0

8

～

10

1

1

2

10

～

12

1

1

12

～

14

0

14

～
16

1

1

2

計

40

9

8

1

13

2

3

76

百分比

52.7%

23.6%

17.1%

2.6%

4.0%

100.0%

註.(1)腫 瘍 の分類 は,現 今広く採用されているFriedmanandMoore(1946)の もの,及 びのMelicow

(1955)分 類 とを基礎 とし,出 来るだけ原著に忠実に行った.

(2)文献 の中で,睾 丸癌腫又は腺癌と記されていたものは,す べて胎児性癌及び腺癌の項に含めた.

(3)崎形腫18例 中,成 熟畦形腫として報告されたもの,乃 至明かに成熟碕形腫 と認められるもの9例,単

に崎形腫 とだけ記載されたもの8例 で,騎 形癌 として報告されたものは1例 もなかった.但 し晴形腫

と胎児性腺癌 との混合腫と記載された1例 を騎形癌 と見倣 して分類した.

(4}混合腫瘍2例 中,1例 は2才 で胎児性腺癌 とセ ミノームとの混合腫他の1例 は1才 で記載不詳.

(5)その他の腫瘍3例 中第1例 は14才 で小円形細胞肉腫・第2例 は2才 で悪性化せる副腎腫・第3例 は11

カ月でセル トリー細胞腫であつた.

(23.6%),セ ミノ・一一ムが13例(17.1%),混

合 腫瘍2例,そ の他の腫瘍3例 であつた.

年 令 の点 では76例 中,71例(93.5%)が6才

以下 で,し か も62例(81.6%)が3才 以下 に発

生 している.即 ち胎 児性癌40例 中36例(90%),

碕形 腫18例 の 中13例(72%)及 び セ ミノー ム13

例 の中11例(85%)が 何 れ も3才 以下 で ある

(第2表 及 び第8図)。

以上 の結集 は,前 述 の欧米諸 家 の報告及 び西

尾(1940)の 統 計に ほぼ一攣す るが,唯 本邦 に

於 てはセ ミノームの報告例 が欧米 のそれ よ り多

くな つてい る.し か し我 が国でセ ミ ノームが実

際 に多い と簡 単 には受 け とれない.

な ん とな らば,最 近Aderhold(1957)及 び

Zirruner(1957)な どが注意 してい る如 く,セ

ミノーム と称 されてい るもの のなか には癌化 し

た胎 児性碕形腫,即 ちBangeta1.の 所 謂

Pseudoseminomが あ るか らである.

④ 予 後

予後 の点 について は,Phelalletal.の 云 う

如 く,胎 児 性癌 はそ の転移が迅速 で最 も悪 性で

あるのに反 し,碕 形腫 は転移 が比較的遅 く予後

は良 い と 考え られ る.し か し 全 晴形腫 の5.5

%は 絨 毛上皮腫性要素 を 有 してい ると 云 うし

(Grayeta1.),又Mooreは 良 性 として扱 われ

てい る成熟碕形腫 で も,そ の5%は 胎 児性癌 の

存在 による転移 で死 ぬで あろう と警告 してい る
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これ らの事実は成熟崎形腫の診断に当つて,注

意深い組織学的検索が必要である事を物語つて

いる.

結 語

①1957年 度 に,私 達 の教 室で経験 され た5才

及 び2才 の2例 の畢丸 碕形腫を報告 した.

(2)最 近17年 余(1940～1957)の 本 邦丈献 に記

載 され た15才 未 満の小児 睾丸腫瘍 は,こ の2例

を加 えて83例 であ り,本 邦 に於 け るその総数 は

西尾(1940)の89例 と併せ て172例 に達す る.前

記83例 中,記 載 の確 かな76例 につい ての腫瘍 の

種類 別,罹 患年令別 の統計 によれば,胎 児性癌

40例(52.7%),碕 形 腫18例(23.6%),セ ミ

ノーム13例(17.190K)の 順 であ る.ま た それ等

の大部分 が3才 以下 であつた.

③ その他非胚種 性腫 瘍は3例 で,や は り極 め

て稀 な疾患 であ る事 を物語 つてい る.

稿を終えるに当り,本報告にっぎ終始御懇篤なる御

指導並びに御校閲を賜った恩師楠教授に深甚なる謝意

を表します.
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第1図 左側陰嚢内容の無痒性腫脹(第1例)
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第2図 第1例 の別除標本
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第3図 第1例 別除標本の寄面
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第4図 第1例 の組織像=皮 膚及び皮膚附属器

並びに骨組織がみ られる。
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第7図 第2例 の組織像:高 円柱上皮の配列する

腺臓器,粘 液腺及び類骨組織等何れもよく分

化した形の組織が混在している.
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第8図 最近17年 余(1940～1957)の 本邦に於ける

小児睾丸腫瘍の年令別分布




